
個人トータル表

女　子 平成27年7月31日 11:40 開始

３回戦

◎ 25 10
69 19 12 55

11 16
14 17

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 夏井　麻朱 7 1 1 2 3 * 4 篠宮　杏奈 17 1 6 2 2

* 5 山田　有紀子 18 0 9 0 4 * 5 見﨑　南美 18 1 5 5 3 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 二又　ひなの 0 0 0 0 0 * 6 河合　夏海 4 0 2 0 0 TeamA : : 27:51 38:17 : : : : :

7 渡口　杏奈 2 0 1 0 0 7 柴　美佑 - - - - - TeamB 6:06 : 34:36 36:12 38:12 : : : :

* 8 大石　莉 6 2 0 0 1 8 大瀧　菜月 - - - - -

9 松崎　扶実子 - - - - - 9 小泉　友里 - - - - -

* 10 外山　芹香 16 4 2 0 2 10 伊東　ひかる - - - - -

11 岩切　満梨乃 0 0 0 0 0 * 11 髙橋　夏瑠 11 0 5 1 0

12 成﨑　晶 0 0 0 0 0 * 12 伊東　かおる 5 0 2 1 1

13 山本　真菜実 0 0 0 0 0 13 造酒　祐香 - - - - -

14 永友　ひなた - - - - - 14 野本　陽香 - - - - -

* 15 加治屋　千遥 20 0 10 0 2 15 山下　あい - - - - -

ｺｰﾁ 前村　かおり 0 ｺｰﾁ 小前　宏史 0

Aｺｰﾁ 横山　麻美 Aｺｰﾁ 佐野　恵子

合　　　計 69 7 23 2 12 合　　　計 55 2 20 9 6

　　主審： 渡邊 整

　　副審： 松尾　諭

戦評： 記録： 東宇治高校
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常葉学園

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｇ

2nd

山城総合運動公園体育館

1st

伊藤　久

１・２Ｐ

（静岡県）

県立小林

（宮崎県）

3rd
4th
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得点経過 県立小林 常葉学園

〔 戦 評 〕
３回戦Ｇコート第２試合は、互いに速い攻撃を持ち味とし、チームワークの良さを身上とする、九州の覇者県立

小林と、東海屈指の強豪校常葉学園の対戦となった。

第１Ｐ 小林＃１５のジャンプシュートで先制、常葉も＃４のシュートで応戦後、すぐにオールコート２－２－１ゾー

ンプレスで仕掛けスチールから得点を奪い流れを掴もうとする。しかし、小林も落ち着きを取り戻し確実にボール

を運び、徹底した＃５、＃１５のインサイドの連続ゴールで加点する。一方、常葉は＃４を中心に応戦しようとする

も小林の堅い守りに阻まれ思うようにシュートが入らず第1Ｐ25対10の＃４小林リードで終了。

第２Ｐ 常葉は、一層ディフェンスのプレッシャーを厳しくしリズムを崩そうとするが、小林の落ち着いたボール運

びと＃５、＃１５のインサイドと＃８、＃１０のアウトサイドのバランス良い攻撃に、なかなかターンオーバーを誘うこ

とができず、＃４、＃６の果敢な1対1もシュートを決めきれず、44対22小林リードのまま第2Ｐ終了。

第３Ｐ 常葉は、＃１１の速攻を皮切りに、オールコートディフェンスを緩めることなくトラップを仕掛ける。小林も

思わずターンオーバーを連発し、常葉の＃４＃５に３Ｐを許してしまい、流れが傾きかける。しかし、小林も＃５、＃

１５のリング下シュートや＃８の３Ｐで流れを引き戻し、55対38の小林リードで第3Ｐを終わる。

第４Ｐ 常葉は、得意の速攻が出始めるが、小林のディフェンスの速い戻りに、シュートを打つことができず、＃４、

＃５、＃１１の1対1で反撃をするものの、思うように得点が伸びず69対５５で試合終了。小林が勝利し4回戦に駒を

進めた。

最後まで諦めることなく、ディフェンスでプレッシャーをかけ続け戦った常葉、攻守にわたり手を抜くことなく戦った

小林、高校生らしい好ゲームであった。
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